
事 項 胴割米の発生要因とその軽減対策（追加）

ね ら い 近年問題となっている「つがるロマン」の胴割米の発生要因とその軽減対策について、
平成23年度指導参考資料で情報提供しているが、今回、新たな発生要因について明らかに
したので、参考に供する。
１ 胴割米発生率と検査等級との関係
（１）胴割米発生率（グレインスコープを用いて、肉眼で確認されない軽微な胴割れを含

めて調査した数値）が30％以上になると、等級検査での落等が増加する。
（２）胴割米発生率は、平年では15％前後と推定される。出穂後６～10日の最高気温が30

℃以上の場合は、胴割米発生率が30％以上となりやすく落等が危惧されるので、対策
指 を徹底する。

２ 胴割米発生のメカニズム
＜胴割れし易い米の形成＞ ＜胴割れの発生＞

導 出穂後6～10日の高
温 成熟期を過ぎた米（籾水分の低下した米）
（高温ほど胴割れしやすい） が圃場で吸湿と乾燥を繰り返す
籾水分が23％以下 （刈取りが遅くなるほど増加）

参 （籾水分が低いほど胴割れしやすい）
出穂後積算気温500 登熟期に栄養凋落を生じて葉色値が低下す
～600℃葉色の低下 るような条件では発生が助長
（葉色が淡いほど胴割れし易い）

考
３ 胴割米の発生要因と軽減対策

影響 増加の割合(注)１ 軽減対策
内 区分 要 因 程度 （胴割米/要因） (効果の期待できる対策)

出穂後6～10日の高温 大 ５％ / １℃
（日最高気温の平均値 ℃）

容 共
通 早期落水 大 － 早過ぎる落水の防止
要
因 刈取りの遅れ 大 １％ / 18℃ 成熟期後の早めの刈取り

（成熟期後積算気温 ℃） (１日)(注)２

籾水分の低下 中 1.5 ％ / -１％ 早過ぎる落水の防止
（刈取時の水分 ％）

地 水系（用水の水温傾向） 小 ※平川水系は、浅瀬石川
理 水系に比べ、胴割米の発
要 a 浅瀬石川水系(低) ０％ 生リスクがやや高いの
因 b 平川水系 (高) ２％ で、上記対策を特に重点

的に行う。

(注)１ 増加の割合：出穂後6～10日の最高気温が平年並(27.5℃)以上の場合における、各
要因による胴割米発生率の増加割合を示す。
２ 津軽中央地帯における刈取時期（9月中旬）の平年の平均気温は、18℃程度。

期 待 さ れ る 効 果 産米の品質の安定に寄与する
利用上の注意事項 １ 増肥は、胴割米発生を低減する効果が期待できないので、施肥量は従来どおりとする。

２ 内容のゴシック以外は平成23年度指導参考資料を参照とする。
問 い 合 わ せ 先 農林総合研究所 生産環境部・作物部 対 象 地 域 津軽中央地帯
（電話番号）（0172-52-4391）
発表文献等 平成21～23年度 試験成績概要集（農林総合研究所）



【根拠となった主要な試験結果】

表１ 止葉葉色値と胴割米重率との相関

（平成22～23年 青森農林総研）

図１ 出穂積算気温500～600℃頃の葉色値と胴割米発生率

（平成22～23年 青森農林総研）

図２ 落水時期による胴割米の推移（平成22～23年 青森農林総研）

図３ 出穂後６～10日の平均最高気温30℃以上の時の籾水分含量と胴割米との関係

（平成22～23年 青森農林総研）
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